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　　　　　一




　むかし、摂津国せっつのくにの刀我野とがのという所ところに、一匹ぴきの牡鹿おじかが住すんでいました。この牡鹿おじかには二匹ひき仲なかのいい牝鹿めじかがあって、一匹ぴきの牝鹿めじかは摂津国せっつのくにの夢野ゆめのに住すんでいました。もう一匹ぴきの牝鹿めじかは、海うみを一つへだてた淡路国あわじのくにの野島のじまに住すんでいました。牡鹿おじかはこの二匹ひきの牝鹿めじかの間あいだを始終しじゅう行ったり来きたりしていました。

　けれども牡鹿おじかは摂津せっつの牝鹿めじかよりも、淡路あわじの牝鹿めじかの方ほうを、よけい好すいていました。そしていつも淡路あわじの方ほうへ行って遊あそんでいることが多おおいので、夢野ゆめのの牝鹿めじかはさびしがって、淡路あわじの牝鹿めじかをうらんでいました。




　　　　　二




　ある日めずらしく牡鹿おじかは夢野ゆめのの牝鹿めじかの所ところへ来きて、一日にち遊あそび暮くらしていました。そしてそのあくる朝あさ帰かえろうとする時とき、ふと悲かなしそうな、心配しんぱいそうな目をして、ため息いきを一つつきました。牝鹿めじかはふしぎに思おもって、

「あなた、どうかなさいましたか。大たいそう顔色かおいろが悪わるいようですね。」

　とたずねました。

　牡鹿おじかは、

「なあに何なんでもないよ。」

　といって、強つよく首くびを振ふりました。

「いいえ、ため息いきをおつきになったりなんかして、きっと何なにか御心配ごしんぱいなことがあるのでしょう。わけを話はなして下くださいまし。」

　と牝鹿めじかがしつっこくせめました。そこで牡鹿おじかもしかたなしに、

「じつはゆうべ、いやな夢ゆめを見みてね。」

　といいました。

「それはどんな夢ゆめ。」

「何なんでもわたしが野のの中を歩あるいていると、いつの間まにか頭あたまの上に草くさが生はえて、背中せなかには雪ゆきが積つもった。どうしたのかと思おもって、気持きもちが悪わるいから、雪ゆきを払はらおうとすると、夢ゆめが覚さめた。いったい何なんの知しらせだろうか。気きになってしかたがない。」

　といいました。

　すると牝鹿めじかは、ふと思おもいついて、これはちょうどいい折おりだから、こういう時ときに牡鹿おじかをおどかして、もうこののち海うみを渡わたって淡路あわじへ行くことを、思おもい止とまらせてやろうと考かんがえて、でたらめな夢占ゆめうらをたてました。それは、頭あたまに草くさが生はえたとみたのは、かりゅうどの矢やが首くびに当あたる知しらせで、背中せなかに雪ゆきの積つもったのは、殺ころされて塩漬しおづけにされる知しらせだというのです。

「だから今日きょうは淡路あわじへ渡わたるのは止よして、ゆっくりここで遊あそんでおいでなさい。」

　と牝鹿めじかはいいました。

「海うみを渡わたればきっと途中とちゅうでかりゅうどに射いられて、殺ころされるかも知しれません。」

　そう聞きいて、牡鹿おじかはこわくなりました。どうしようかと思おもって、とうとうその日は一日にちぐずぐず暮くらしていましたが、日が暮くれかかると、どうしてもがまんができなくなりました。もうなんでも野島のじまへ渡わたらずにはいられなくなりました。そこで夢野ゆめのの牝鹿めじかの止とめるのもきかずに、とうとう出かけて行きました。

　するとまったく占うらないのとおり、海うみを渡わたる途中とちゅうかりゅうどに見みつかって、牡鹿おじかは首くびを射いられて殺ころされました。そしてそのなきがらは、雪ゆきのような塩しおの中に詰つめられて、人に食たべられてしまいました。

　ですから、うっかりじょうだんに占うらないなどを立たてると、それがほんとうになって、とんだ災難さいなんをうけることがあるものです。
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